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阿
部
歯
科
の
開
業
医
で
、
12
年
に
わ

た
り
（
公
社
）
岐
阜
県
歯
科
医
師
会
の

会
長
を
務
め
る
阿
部
義
和
さ
ん
。
県
民

の
歯
と
口
の
健
康
を
守
り
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
日
々
尽
力
し
て
い
る
。

　
医
療
皆
保
険
制
度
が
整
備
さ
れ
、
誰

で
も
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昭
和
30
年
代
。
人
口
増
加
に
加
え
、

戦
後
の
食
生
活
の
変
化
か
ら
砂
糖
の
消

費
が
急
増
。
虫
歯
患
者
が
急
増
し
歯
科

医
不
足
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
阿
部
さ
ん
は
、

高
校
卒
業
後
、
愛
知
学
院
大
学
の
歯
学

部
へ
進
学
。「
厳
し
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
学
生
生
活
は
、
実
習
や
深
夜
ま
で

大
学
で
勉
強
に
励
む
日
々
を
過
ご
し
た
。

　
卒
業
後
は
同
大
学
で
助
手
と
し
て
研

究
と
教
育
に
携
わ
り
、
29
歳
の
頃
、
故

郷
の
明
智
町
で
阿
部
歯
科
を
開
業
。
予

約
は
す
ぐ
埋
ま
り
正
月
も
急
患
対
応
に

追
わ
れ
る
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
た
。

そ
の
傍
ら
、
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
に
力

を
入
れ
、
明
智
町
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー

で
歯
科
指
導
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
続
け
て
き
た
。

　
64
歳
で
同
会
の
会
長
に
就
任
。
地
域

ご
と
に
や
り
方
が
異
な
っ
て
い
た
「
ぎ

ふ
・
さ
わ
や
か
口
腔
健
診
」
の
統
一
化

と
健
診
結
果
の
デ
ー
タ
化
に
尽
力
し
、

昨
年
4
月
に
は
県
内
全
て
の
歯
科
で
受

診
で
き
る「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
健
診
」

を
開
始
。
前
年
月
比
で
受
診
率
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
同
会
の
他
、
70
代
で
（
公
社
）
日
本

歯
科
医
師
会
の
副
議
長
・
議
長
も
歴
任
。

「
県
内
で
の
東
濃
地
域
、
全
国
で
の
岐

阜
県
は
認
知
度
が
低
く
医
師
も
少
な
い

が
、
地
方
の
歯
科
医
療
の
現
状
や
自
分

の
意
見
を
広
く
伝
え
て
き
た
。
田
舎
の

意
地
の
よ
う
な
も
の
」
と
、
活
力
の
根

底
に
あ
る
思
い
を
笑
顔
で
語
る
。

　
本
年
6
月
で
会
長
を
退
任
す
る
阿
部

さ
ん
。「
今
後
は
よ
り
自
由
に
、
歯
と

口
の
健
康
伝
道
師
と
し
て
活
動
し
た
い
。

健
康
は
一
人
の
も
の
で
は
な
く
、
家
族

そ
し
て
社
会
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
健

康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
口
の
健
康
が
重

要
だ
と
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、

こ
れ
か
ら
も
正
し
い
歯
科
知
識
を
広
め

る
た
め
に
活
動
し
て
い
く
。

□プロフィル

明智町駅前町

阿部　義
よしかず

和さん　（76 歳）

阿部歯科（明智町）の開業医で県歯科医師会の会長。趣味
は読書で新書を開くときの匂いが好き。お薦めの本は司馬
遼太郎の『坂の上の雲』や、ユヴァル・ノア・ハラリの『ホ
モサピエンス全史』。最近は書斎に本が入りきらなくなり
整理に困っているとほほ笑む。

▲県歯科医師会PRキャラ健
けんこう

口武将「ぎふ剣士」と阿部さん

健
康
は
歯
か
ら
口
か
ら
笑
顔
か
ら

歯
と
口
の
健
康
伝
道
師
と
し
て
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　令和6年度県みどりの少年団活動発表大会で
同少年団（当時5年生）が奨励賞を受賞しまし
た。柘植駿

しゅん

希
き

さん（6年生）は「水源の森に5千万
リットルもの水が蓄えられていると知り、中野方町の
自然のすごさを感じた。豊かな自然を守るた
め、できることを考えたい」と意欲を語りました。

　笠周三町伝統芸能祭が、五毛座改修後初めて
開催され、各団体が演技や演奏を披露。約200
人の観客を魅了しました。「白浪五人男」に出演
した、飯地小学校の西尾慎

しん

さん（4年生）と西尾
泉
せん

さん（3年生）は「緊張したけど、楽しかった。
また舞台に立ちたい」と笑顔で話しました。

中
野
方
小
「
み
ど
り
の
少
年
団
」
が

県
奨
励
賞
を
受
賞

中
山
道
広
重
美
術
館
が

ス
ポ
ン
サ
ー
に
感
謝
状
を
贈
呈

春
の
恵
那
を
駆
け
抜
け
る

恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　本美術館は現在6社のスポンサーの協力によ
り、水曜日と金曜日の入館料を無料としていま
す。感謝状を受け取った、提案者である㈱サラ
ダコスモ（中津川市）の中田智

とも

洋
ひろ

社長は「本制度
が文化事業の手本となり、来場者増加につなが
ることを期待している」と話しました。

　第22回恵那峡ハーフマラソンが開催され、
2,157人のランナーが春の恵那を駆け抜けまし
た。3キロメートル一般男子の部で優勝した山田昊

こ う

侑さん
（明智町）は「アップダウンが多いコースなので
自分でペースを組み立てるのがおもしろい。自
己ベストを更新できた」と振り返りました。

11
4

改
修
後
の
五
毛
座
で
初
開
催

笠
周
三
町
伝
統
芸
能
祭

4

23
4	
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4
20

未
来
に
つ
な
ぐ
恵
那
の
桜

全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　桜の名所づくりとまちづくりを考えるため、
「2025全国さくらシンポジウムin恵那」を開催。
記念植樹式から始まり、三好学

まなぶ

の曾孫・石田仁
めぐみ

氏による講演やパネルディスカッション、現地
説明会、恵那峡さくらまつりなどが企画され、
全国から訪れた人々は恵那の桜を堪能しました。

4
4・5

２43人目

▲八重桜「舞姫」記念植樹式 ▲石田仁氏による記念講演

▲恵那ダムフォトコン表彰式 ▲恵那峡さくらまつり


